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Ⅰ 学校教育の重点 

 

１ 幼稚園教育 

 

・ 幼児の主体的な活動を促し、幼児期にふさわしい生活が展開されるよう教育課程を編成し、調和

のとれた指導計画の作成及び計画的な環境の構成と援助の工夫に努める。 

・ 幼児教育の充実を図るため、幼稚園生活全体において、遊びを通しての総合的な指導に努める。 

・ 幼児一人一人の特性に応じ、幼児の発達の課題に即した指導方法の改善に努める。 

・ 自然体験・社会体験などの直接的・具体的生活体験を重視し、自ら健康で安全な生活をつくり出

す力、自立心や人と関わる力、言葉に対する感覚や言葉で表現する力等の育成に努める。 

・ 家庭や地域社会と連携を図り、地域に開かれた幼稚園づくりを推進するとともに、教育活動その

他の学校運営の状況についての情報公開に努める。 

 

２ 小学校教育 

 

 国語科    

・ 言語の教育としての立場を重視し、国語で正確に理解し適切に表現する資質・能力を育てるため、

伝え合う力を高めるため、指導目標や指導内容の重点化を図った指導計画及び評価計画を作成し、

指導の充実を図る。 

・ 伝え合う力を高め、思考力、想像力及び言語感覚を養い、国語の大切さを自覚し、国語を尊重し

てその能力の向上を図る態度を育てるため、指導に当たっては、各領域の特質を理解し、適切に指

導を行うとともに、それぞれの能力が偏りなく育成されるように配慮する。特に、「話すこと・聞く

こと」、「書くこと」の指導に当たっては、配当する授業時数に配慮し、意図的、計画的に指導する

機会を設ける。 

・ 国語の基礎となる言語の特徴や使い方、情報の扱い方及び我が国の言語文化に関する事項の内容を

理解し、適切に使うことができるようにするため、各領域の学習を通して適切に指導したり、繰り返

して指導する必要があるものについては、特に取り上げて指導したりするなど、系統的・継続的な指

導に努める。 

・ 本に親しんだり調べたりする活動を指導過程に位置付け、学校図書館を計画的に利用し、学校図

書館の学習・情報センター、読書センターとしての機能の活用を図る。 

・ 単元の評価規準と目指す児童の姿を明確にし、学習過程における一人一人の児童の学習状況を的

確に把握し、個に応じた指導を充実させる。 

・ 情報収集や情報発信の手段としてコンピュータや情報通信ネットワークを活用する機会を設ける 

 よう努める。 
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 社会科    

・ 公民としての資質・能力の基礎を養うため、目標の明確化、指導の重点化を図り、単元構成や授

業設計に工夫・改善を加えるとともに、地域・学校の実態に即した指導計画及び評価計画を作成し、

指導の充実を図る。 

・ 自ら学ぶ力を高めるため、学習問題を把握し主体的に解決していけるように、発達段階に即した 

多様な指導方法の工夫と改善を図る。 

・ 児童が社会的事象に関心をもって関わり、それらの意味や働きを多面的に考察し、公正に判断 

する能力を育てていくために、地域の社会的事象を教材化したり、既存の教材を再構成したりして、 

指導を効果的に進めるよう努める。 

・ 社会的事象を具体的に観察・調査させたり、地図や地球儀、統計や年表などの、各種の基礎的資

料を効果的に活用さ 

せたりして、社会的な見方・考え方を育てる場の構成に努める。 

・ 指導と評価の一体化を図るため、児童の学習状況を的確に把握し、一人一人のよさを生かす評価 

の方法を工夫するよう努める。 

・ 学校図書館や公共図書館、コンピュータなどを活用して、情報の収集やまとめなどを行うよう努

める。 

 

 算数科    

・ 算数科の目標や単元の本質に迫る授業の実現を図るため、個々の単元について指導のねらいやそ

の中で育む資質・能力を明確にとらえ、他の単元の指導との関連を考慮した指導計画及び評価計画

を作成し、指導の充実を図る。 

・ 思考力、判断力、表現力等を育成するため、各学年の内容の指導に当たっては、言葉、数、式、 

図、表、グラフを用いて考えたり、説明したり、互いに自分の考えを表現し伝え合ったりするなど 

の学習活動を積極的に取り入れる。 

・ 数量や図形についての知識・技能の確実な定着や、数学的な思考力・表現力の育成を図るため、 

算数としての系統性を重視しつつ、学年間で指導内容の一部を重複させる。それによって、指導内 

容をなだらかに発展させたり、学び直しの機会を設けたりするなど、発達や学年の段階に応じた反 

復（スパイラル）による学習指導を進められるようにする。 

・ 数量や図形についての基礎的な能力の習熟や維持を図るため、児童が積極的に取り組むことので 

きる練習方法を工夫し、計画的に指導するように努める。 

・ 個に応じた指導の充実を図るため、学習過程における一人一人の児童の学習状況を的確に把握し、 

指導方法の改善・充実に努める。 

・ 数量や図形についての感覚を豊かにしたり、表やグラフを用いて表現する力を高めたり、プログ

ラミングを体験しながら論理的思考力を身に付けるための学習活動を行ったりするなどのため、必

要な場面において、コンピュータやデジタル教科書などのＩＣＴを適切に活用するよう努める。 

 

 理科    

・ 自然についての認識を形成し、自然を科学的に追究する能力及び態度を育成するとともに、自然 

を愛する豊かな心情を培うため、指導内容の重点化と教材の精選を図った指導計画及び評価計画を 
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作成し、指導の充実を図る。 

・ 理科を学習することの有用性を感じることができるようにするため、実社会・実生活との関連を

一層重視し、ものづくりや自然環境に関連付けた教材の開発や指導法の改善に努める。 

・ 自然の事物・現象についての問題を科学的に解決するために必要な資質・能力を育成するため、

児童一人一人が見通しをもって観察、実験などを行う主体的な問題解決の過程を通じた学習活動を

重視し、それぞれの過程においてどのような資質・能力の育成を目指すのかを明確にした指導に努

める。 

・ 理科に関する施設や設備等の効果的な活用を図るとともに、観察、実験における事故防止等の安 

全指導及び薬品や実験器具等の安全管理に努める。 

・ 指導と評価の一体化を図るため、児童の学習状況を的確に把握し、一人一人のよさを生かす評価 

の方法を工夫するよう努める。 

・ 観察、実験、栽培、飼育及びものづくりの指導については、指導内容に応じてＩＣＴなどを適切 

に活用するよう努める。  

 

 生活科     

・ 具体的な活動や体験を通して、自立し生活を豊かにしていくための資質・能力を育てるため、学

校の地域環境に即し、2年間を見通した特色ある指導計画及び評価計画を作成し、指導の充実を図る。 

・ 一人一人の児童を観察や作品、自己評価など、多様な方法で継続的に見取り、児童にとって必然 

性があり発展と深まりが見られるような学習活動の充実を図る。 

・ 校外学習の際には事前調査を十分に行い、学習に先立って安全についての適切な指示を与えると 

ともに、絶えず全児童に目を配りながら、児童自身が安全に気を付けて行動することができるよう

指導に努める。 

・ 児童を取り巻く地域の環境を、児童の思いや願いを育て、意欲や主体性を引き出すことができる 

ようにするため、よりよい環境づくりに努めるとともに、それらが有効に生かされるよう 

指導計画に位置付ける。 

・ 観察や見学、活動の学習記録を残すため、児童がデジタルカメラで撮影するなど、コンピュータ

などの情報機器を活用する機会を設けるよう努める。 

 

 音楽科    

・ 音楽を愛好する心情と音楽に対する豊かな感性を育てるとともに、音楽活動に必要な基礎的な能 

力を培い、豊かな情操を養うため、学校や児童の実態に応じてねらいを明確にした指導計画及び評 

価計画を作成し、指導の充実を図る。 

・ 児童が楽しく音楽に関わり、音楽経験を生かして、生活を明るく潤いのあるものにすることを 

重視した学習活動の充実を図る。 

・ 表現活動及び鑑賞活動の関連を図りつつ、各学校が創意工夫を生かして、児童の思いや願いを実 

現するような学習活動を行うことができるよう、改善に努める。 

・ 我が国や諸外国の音楽文化についての関心や理解を深めるための題材計画の作成、表現活動及び 

鑑賞活動の指導法の改善に努める。 

・ 児童が様々な感覚を働かせて音楽への理解を深めたり、主体的に学習に取り組んだりすることが
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できるようにするため、コンピュータや教育機器を効果的に活用するよう努める。 

 

 図画工作科    

・ 創造することの楽しさを感じるとともに、思考・判断し、表現するなどの造形的な創造活動の基

礎的な能力を育てること、生活の中の造形や美術の働き・美術文化に関心をもって、生涯にわたり

主体的に関わっていく態度を育むこと等に重点を置いて、各学校の児童の実態に応じた指導計画及

び評価計画を作成して 

指導の充実を図る。 

・ 指導計画及び評価計画において、児童に育成する資質や能力を明確にした題材を設定するととも

に、児童一人一人の資質や能力が高まるよう、個に応じたきめ細かな指導に努める。 

・ 創造性を育む造形体験の充実を図りながら、形や色などによるコミュニケーションを通して、生

活や社会と豊かに関わる態度を育み、生活を美しく豊かにする造形や美術の働き、美術文化につい

ての理解を深めるような指導に努める。 

・ 表現及び鑑賞に関する資質・能力を相互に関連させながら育成できるよう充実を図る。 

・ コンピュータやカメラなどのＩＣＴを利用することについては、表現や鑑賞の活動において用い

る表現方法の一つとして扱うとともに、必要性を十分検討し、指導の効果を高めるように努める。 

 

 家庭科     

・ 家族の一員として家庭生活をよりよくしようとする実践的な態度を育てるため、指導内容・題材 

の構成、指導の順序及び重点の置き方を工夫し、地域や学校、児童の実態に応じた指導計画及び評 

価計画を作成し、指導の充実を図る。 

・ 衣食住や家族の生活などに関する実践的・体験的な学習活動を通して、自分の成長を自覚すると 

ともに、家庭生活への関心を高め、その大切さに気付くための指導の充実に努める。 

・ 日常生活に必要な基礎的・基本的な知識及び技能を身に付け、身近な生活に活用できるようにす 

るとともに、家庭生活をよりよくしようとする実践的な態度を育てるための指導の充実に努める。 

・ 家庭科における学習効果を高めるため、教材・教具等の研究と作成に努め、併せて施設・設備等 

の活用を図るとともに、事故の防止や安全・衛生に努める。 

・ 調査・研究、実習、観察・実験などにおいて、ＩＣＴを適切に活用し、指導の効果を高めるよう 

に努める。 

 

 体育科    

・ 地域や学校の実態及び児童の心身の発達段階や特性を十分考慮し、小学校６年間を見通して、運

動の実践が円滑に行われるなど調和のとれた指導計画及び評価計画を作成し、指導の充実を図る。 

・ 生涯にわたって運動に親しむ資質や能力の基礎を育てることを重視し、児童の発達的特性を考慮

した運動に仲間と豊かに関わりながら取り組むことができるよう指導法の改善に努める。 

・ 心と体を一体としてとらえ、体を動かす楽しさや心地よさを味わうことによって、自ら進んで体

力を高めることができるようにするとともに、自分やチームの力に合った運動の課題をもち、その

課題の解決を目指して活動を考えたり工夫したりすることができるよう学習活動の充実を図る。 

・ 生涯を通じて自らの健康を適切に管理し、改善していく資質や能力を育成するため、健康の大切
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さを認識し、健康なライフスタイルを確立する観点に立って、指導内容の改善を図る。 

・ 模範演技など運動の参考となる資料や、身体の発育や心の発達・安全指導に関する情報を収集す

る等、コンピュータやネットワークなどのＩＣＴを適切に活用できる場を設け、指導の効果を高め

るよう工夫することに努める。 

 

 外国語活動・外国語科     

・ 外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国語による聞くこと、話す 

 ことの言語活動を通して、コミュニケーションを図る素地・基礎となる資質・能力を育成するため、 

 各学校の児童の実態に応じた指導計画及び評価計画を作成し、指導の充実を図る。 

・ 実際のコミュニケーションにおいて活用できる基礎的な技能を身に付けるようにするため、外国 

 語科ではＳｍａｌｌ Ｔａｌｋ等の言語活動を取り入れ、既習表現の定着を図る。 

・ 思考力、判断力、表現力等を育成するため、指導に当たってはコミュニケーション活動に目的、 

 場面、状況を設定し、見方・考え方を働かせるようにする。 

・ 外国語の音声や文字、語彙、表現、文構造、言語の働きなどについて、日本語と外国語との違い

に気付くことができるよう、発達段階に即した多様な指導方法の工夫と改善を図る。 

・ 外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、 

 主体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養うため、相手意識を持たせた 

 コミュニケーション活動を設定するようにする。 

 

 特別の教科 道徳    

・ よりよく生きるための基盤となる道徳性を養うため、道徳的諸価値についての理解を基に、自己

を見つめ、物事を多面的・多角的に考え、自己の生き方についての考えを深める学習を進めるとと

もに、児童や学校の実態に即した指導計画を作成し、指導の充実を図る。 

・ 児童が自ら道徳性を養う中で、自らを振り返って成長を実感したり、これからの課題や目標を見

つけたりすることができるよう工夫し、児童自らが考え、理解し、主体的に学習に取り組むことが

できるようにする。 

・ 児童が、多様な感じ方や考え方に接する中で、考えを深め、判断し、表現する力などを育むこと

ができるよう、自分の考えを基に話し合ったり書いたりするなどの言語活動の充実を図る。 

・ 児童の発達の段階や特性等を考慮し、指導のねらいに即して、問題解決的な学習、道徳的行為に

関する体験的な学習等を適切に取り入れるなど指導方法を工夫する。 

・ 児童の学習状況や道徳性に係る成長の様子を継続的に把握し、指導に生かすよう努める。 

・ 校長や教頭などの参加、他の教師との協力的な指導などについて工夫し、校長の方針のもと道徳

教育推進教師を中心とした指導体制の充実を図る。 

 

 特別活動     

・ 学校の教育目標との関連において、特別活動の重点目標を設定するとともに、各内容の特質を生 

かし、一貫性を重視した系統性のある指導計画及び評価計画を作成し、指導の充実を図る。 

・ 学級活動の指導に当たっては、児童の自主的、実践的な活動が助長されるようにするとともに、 

学級、学校や児童の実態に応じて取り上げる指導内容の重点化を図る。 
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・ 児童会活動及びクラブ活動の指導に当たっては、異年齢集団による自発的、自治的な活動が展開 

されるよう適切な授業時数を充てる。 

・ 学校行事の指導に当たっては、他の教育活動との関連を図り、調和のとれた計画を立てるととも

に、体験的な活動を効果的に展開する。 

 

 総合的な学習の時間    

・ 総合的な学習の時間の趣旨やねらいに基づき、地域や学校、児童の実態に応じた特色ある取組が 

進められるよう、各教科等との関連を図りながら指導計画及び評価計画を作成し、指導の充実を図 

る。 

・ 児童一人一人の興味・関心や多様な学習に応えられるよう、学習形態や指導体制の工夫、地域の

人材や学習機関等の活用、学校内外の学習環境の整備に努める。 

・ 問題解決的な活動が発展的に繰り返される探究的な学習活動となることや、他者と協働して課題

を解決する協働的な学習活動となるよう工夫する。 

・ 各学校の指導の目標や内容に基づいて評価の観点を定め、児童一人一人のよさを生かし、指導に

生きる評価の在り方や方法を工夫する。 

・ 国際理解に関する学習を行う際には、問題の解決や探究活動に取り組むことを通して、諸外国の

生活や文化などを体験したり調査したりするなどの学習活動を工夫する。 

・ 情報に関する学習を行う際には、問題の解決や探究活動に取り組むことを通して、情報を収集・

整理・発信したり、情報が日常生活や社会に与える影響を考えたりするなどの学習活動を工夫する。 

・ 各教科において習得した知識・技能を活用して課題を解決する手立てを身に付けさせ、さらに総

合的な学習の時間において探究的な学習の過程を充実させるために、言語・数理運用科の教材や学

び方を生かす「ひろしま学びの時間」を児童の実態に応じて 35時間の範囲内で学校裁量により実施

する。 

 

３ 中学校教育 

 

 国語科 

・ 言語の教育としての立場を重視し、国語を適切に表現し正確に理解する能力を育成し、伝え合う

力を高めるため、指導目標や指導内容の重点化を図った指導計画及び評価計画を作成し、指導の充

実を図る。 

・ 思考力や想像力を養い言語感覚を豊かにし、国語に対する認識を深め国語を尊重する態度を育て

るため、「話すこと・聞くこと」、「書くこと」及び「読むこと」の各領域の特性を生かしつつ、それ

ぞれを関連付けた指導の充実に努める。とりわけ、「話すこと・聞くこと」、「書くこと」の指導に当

たっては、配当する授業時数に配慮し、意図的、計画的に指導する機会を設けるとともに、生徒の

実態に応じた様々な言語活動の工夫を行う。 

・ 国語の基礎となる「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」の内容を十分に身に付けさせ

るため、三領域の指導を通して適切に指導する。知識をまとめて指導したり、繰り返して指導した

りすることが必要なものについては、特にそれだけを取り上げて学習させることにも配慮し、系統
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的・継続的な指導に努める。 

・ 「書写」に関する指導については、文字を正しく整えて速く書くことができるようにするため、

配当する授業時数に応じて、意図的、計画的に指導する機会を設けるとともに、毛筆を使用した書

写の指導を各学年で行い、硬筆による書写の能力の基礎を養うよう配慮する。 

・ 本に親しんだり調べたりする活動を指導過程に位置付け、学校図書館を計画的に利用し、学校図

書館の学習・情報センター、読書センターとしての機能の活用を図る。 

・ 情報収集や情報発信の手段としてＩＣＴを活用する機会を設け、指導の効果を高めるよう努める。 

 

 社会科 

・ 国際社会に生きる平和で民主的な国家・社会の形成者として必要な公民的資質の基礎を養うため、

地理的分野及び歴史的分野の基礎の上に公民的分野の学習を展開する社会科の基本的な構造に留意

し、各学校で創意工夫して適切な指導計画及び評価計画を作成し、指導の充実を図る。 

・ 基礎的・基本的な知識、概念や技能を習得し、社会的事象の意味、意義を解釈する学習や、事象

の特色や事象間の関連を説明する学習などを通して、社会的な見方や考え方を養うことを一層重視

した改善を図る。 

・ 様々な資料を適切に収集、活用して事象を多面的に考察し公正に判断するとともに適切に表現す

る能力と態度を育てる学習の充実に努める。 

・ 指導の全般にわたって、資料を選択し活用する学習活動を重視するとともに、作業的・体験的な

学習の充実を図る。また、資料の収集、処理や発表などに当たっては、コンピュータや情報通信ネ

ットワークなどＩＣＴの効果的な活用を図る。 

 

 数学科 

・ 基礎的・基本的な知識及び技能の習得を図り、それらを活用する能力を育成するため、学習内容

の系統性を生かし、適切な指導計画及び評価計画を作成し、指導と評価の充実を図る。 

・ 数学的活動を充実し、数量や図形などに関する基礎的な概念や原理・法則を十分理解させ、数学

的な表現や処理の仕方についての能力を伸ばすため、指導内容の構造化を図る。 

・ 教材のもつねらいを的確に把握し、教材の構成や分量、範囲・配置などについて一層の精選を図

るとともに、指導についての適切な評価を行い、生徒の実態に即した指導方法の工夫改善に努める。 

・ 学習効果を高めるため、教材・教具の工夫とその提示の仕方、発問や板書の工夫、コンピュータ

や情報通信ネットワークなどのＩＣＴの効果的な活用を図るとともに、わかる授業の創造を目指し

た実践研究を行い、充実した授業の展開に努める。 

 

 理科 

・ 科学的に探究する能力の基礎と態度を育てるとともに自然の事物・現象について理解を深め、科

学的な見方や考え方を養うため、3年間を見通した効果的な指導計画及び評価計画を作成し、指導の

充実を図る。 

・ 観察・実験を一層重視し、問題を見いだし観察、実験を計画する学習活動、観察、実験の結果を

分析し解釈する学習活動、科学的な概念を使用して考えたり説明したりする学習活動の充実を図る。 

・ 学習過程の構成に当たっては、発問、学習形態、教材提示、板書等について教科内での共同研究
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を進め、生徒が目的意識をもって主体的に探究する学習活動に取り組むことができるよう指導方法

を工夫するとともに指導方法についての適切な評価を行う。 

・ 理科の施設・設備・備品等の効果的な活用と毒物・劇物等の安全管理を図るとともに、予備実験

を行って安全について確認するなど、観察、実験における事故防止に努める。 

・ 観察、実験の過程での情報検索、実験、データの処理、実験の計測などにおいて、ＩＣＴを積極

的に活用するよう努める。 

 

 音楽科 

・ 音楽を愛好する心情を育てるとともに、音楽に対する感性を豊かにし、音楽活動の基礎的な能力

を伸ばし、豊かな情操を養うため、学校や生徒の実態に応じてねらいを明確にした指導計画及び評

価計画を作成し、指導の充実を図る。 

・ 生徒が楽しく音楽に関わり、音楽活動の喜びを得るとともに、生活を明るく豊かなものにするよ

うな学習活動の充実を図る。 

・ 表現活動及び鑑賞活動の関連・充実を図りつつ、各学校が創意工夫を生かして、生徒の思いや意

図を実現するような学習活動をより活発に行うことができるよう、主体的な学習を展開し、多様な

学習形態による指導過程の改善に努める。 

・ 我が国や諸外国の音楽文化についての関心や理解を深めるための題材計画の作成、表現活動及び

鑑賞活動の指導法の改善に努める。 

・ 指導の全般にわたって、ねらいに応じたソフトウェアや情報通信ネットワークなどＩＣＴの活用

を図り、学習を効率よく進めたり、生徒の学習意欲を高めたりするなど、充実した授業の展開に努

める。 

 

 美術科 

・ 創造することの楽しさを感じるとともに、思考・判断し、表現するなどの造形的な創造活動の基

礎的な能力を育てること、生活の中の美術の働き・美術文化に関心をもち、生涯にわたり主体的に

関わっていく態度を育むことを重視し、各学校の生徒の実態に応じた指導計画及び評価計画を作成

して指導の充実を図る。 

・ 指導計画及び評価計画において、生徒に育成する資質や能力を明確にした題材を設定するととも

に、生徒一人一人の資質や能力が高まるよう、個に応じたきめ細かな指導に努める。 

・ 創造性を育む造形体験の充実を図りながら、形や色などによるコミュニケーションを通して、生

活や社会と豊かに関わる態度を育み、生活を美しく豊かにする美術の働きを実感させるような指導

に努める。 

・ よさや美しさを鑑賞する喜びを味わうようにするとともに、感じ取る力や思考する力を一層豊か

にするため、自分の価値意識をもって批評し合うなど、鑑賞の指導の充実を図る。 

・ 美術文化の継承と創造への関心を高めるため、作品などのよさや美しさを主体的に味わう活動や、

我が国の美術や文化に関する指導の充実に努める。 

・ コンピュータやカメラなどのＩＣＴを利用することについては、表現や鑑賞の活動において用い

る表現方法の一つとして扱うとともに、必要性を十分検討し、指導の効果を高めるように努める。 
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 保健体育科 

・ 積極的に運動に親しむ資質や能力を育てるとともに、健康の保持増進のための実践力の育成と体

力の向上を図り、明るく豊かな生活を営む態度を育てるため、学校の実態等に応じて運動を弾力的

に取り上げた指導計画及び評価計画を作成し、指導の充実を図る。 

・ 運動の実践を通して、自己の能力に応じた課題を解決することにより運動の楽しさや喜びを味わ

うとともに、技能を高めることができるよう指導の充実に努める。 

・ 運動の楽しさを体得させるため、生徒一人一人の課題を明確化することにより、学習意欲を高め、

一人一人の能力に応じた指導法の改善・充実に努める。 

・ 健康・安全についての実践力を育てるため、教材・教具の特性を理解し、その効果的な活用と安

全管理の徹底及び保健学習の充実に努める。 

・ 運動に関する領域や体育理論、保健分野の指導に当たって、学校の実態や生徒の学習の状況によ

っては、必要に応じて、ＩＣＴや情報通信ネットワークなどを情報モラル等にも配慮した上で、適

切に活用し、学習の効果を高めるよう努める。 

 

 技術・家庭科 

・ 生活と技術との関わりについて理解を深め、自ら進んで生活を工夫し創造する能力と実践的な態

度を育てるため、地域や学校、生徒の実態に応じた指導計画及び評価計画を作成し、指導の充実を

図る。 

・ 実践的・体験的な学習活動を通して、問題解決能力の育成を図るとともに、勤労観や職業観を育

み、協力して生活することの重要性や家庭観などについての健全な考え方を醸成するため、指導の

工夫に努める。 

・ 工夫・創造の能力を高めるための教具の開発と自作資料の作成に努め、生徒の学習意欲の喚起と

学習効率の向上を図る。 

・ 施設・設備の安全管理に努めるとともに、細かい配慮のもとに安全な作業が行われるよう、指導

の徹底を図る。 

・ 調査・研究、実習、観察・実験などにおいては、コンピュータや情報通信ネットワークなどのＩ

ＣＴを積極的に活用し、指導の効果を高めるように努める。 

 

 外国語（英語）科 

・ 外国語を通じて、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成を図り、聞くこと、話

すこと、読むこと、書くことなどのコミュニケーション能力の基礎を養うため、生徒の実態等に応

じて、学年ごとの目標を適切に定め、3年間を見通した効果的な指導計画及び評価計画を作成し、指

導の充実を図る。 

・ 「聞くこと」、「話すこと」、「読むこと」、「書くこと」の 4 技能を統合的に活用できるコミュニケ

ーション能力を育成する観点から、言語の実際の使用場面を考慮した言語活動や、基礎的・基本的

な知識・技能の定着が一層図られる指導の充実を図る。 

・ 生徒の学習状況を適切に把握するための評価を実施し、学習形態や指導方法の工夫改善を行うな

ど、生徒の実態に応じた指導の充実を図る。 

・ コンピュータや情報通信ネットワークなどのＩＣＴ等の活用により、学習意欲を喚起し、言語や
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文化への関心を深め、主体的に世界と関わっていこうとする態度が育成されるよう努める。 

 

 言語・数理運用科 

・ 日常生活に見られる様々な事象について、テキストから目的に応じて必要な情報を取り出し、各

教科等で身に付けた知識や経験と関係付けて思考・判断し、自らの考えを適切に表現する力を育て

るため、本市の示した指導計画及び評価計画に基づき、学校や生徒の実態に応じて学習計画及び評

価計画を作成し、指導の充実を図る。 

・ 情報を読み取る際には、生徒の発達段階に応じ、目的や意図を明確に把握させた上で、限られた

時間に一定量の情報を読み取ったり処理したりする力を育むようにする。 

・ 思考・判断する際には、十分な時間を確保するとともに、個人、ペア、グループなど様々な学習

形態を工夫し、思考を深めるようにする。 

・ 目的意識をもって表現できるように、誰に対して、どのような形で発信するのかなど、表現の場

を工夫するとともに、文・文章、数式・図表・グラフなど多様な表現方法を取り入れるようにする。 

・ 生徒一人一人の学習状況を的確に把握し、適切な助言・評価を行うとともに、学習指導の改善の

見直しと個に応じた指導の充実を図る。  

・ 学習過程のそれぞれの場面で、必要に応じてＩＣＴを活用し、指導の効果を高めるように努める。 

 

 特別の教科 道徳 

・ よりよく生きるための基盤となる道徳性を養うため、道徳的諸価値についての理解を基に、自己

を見つめ、物事を広い視野から多面的・多角的に考え、人間としての生き方についての考えを深め

る学習を進めるとともに、生徒や学校の実態に即した指導計画を作成し、指導の充実を図る。 

・ 生徒が自ら道徳性を養う中で、自らを振り返って成長を実感したり、これからの課題や目標を見

付けたりすることができるよう工夫し、生徒自らが考え、理解し、主体的に学習に取り組むことが

できるようにする。 

・ 生徒が、多様な感じ方や考え方に接する中で、考えを深め、判断し、表現する力などを育むことが 

できるよう、自分の考えを基に討論したり書いたりするなどの言語活動の充実を図る。 

・ 生徒の発達の段階や特性等を考慮し、指導のねらいに即して、問題解決的な学習、道徳的行為に関 

する体験的な学習等を適切に取り入れるなど指導方法を工夫する。 

・ 生徒の学習状況や道徳性に係る成長の様子を継続的に把握し、指導に生かすように努める。 

・ 校長や教頭などの参加、他の教師との協力的な指導などについて工夫し、校長の方針のもと道徳教 

 育推進教師を中心とした指導体制の充実を図る。 

 

 特別活動 

・ 学校の教育目標との関連において特別活動の全体構想を明確にし、各教科・道徳、総合的な学習 

の時間などとの関連を図るとともに、生徒指導の機能やガイダンスの機能を充実させながら、学校

として調和のある指導計画及び評価計画を作成し、指導の充実を図る。 

・ 学級活動においては、学校や生徒の実態に応じて取り上げる指導内容の重点化を図り、個々の生 

徒についての理解を深め、信頼関係を基礎に指導を行うとともに、教師の適切な指導の下に、生徒 

の自発的・実践的な活動が助長されるように努める。 
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・ 生徒会活動においては、教師の適切な指導の下に、生徒の自発的、実践的な活動が展開されるよ

うに努める。 

・ 学校行事においては、学校や地域及び生徒の実態に応じて、行事及びその内容を精選して実施す

るとともに、体験活動を通して、気付いたことを振り返るなどの活動の充実を図る。 

 

 総合的な学習の時間 

・ 総合的な学習の時間の趣旨やねらいに基づき、地域や学校、生徒の実態に応じた特色ある取組を 

進められるよう、各教科等との関連を図りながら指導計画及び評価計画を作成し、指導の充実を図 

る。 

・ 生徒一人一人の興味・関心や多様な学習に応えられるよう、学習形態や指導体制の工夫、地域の 

人材や学習機関等の活用、学校内外の学習環境の整備に努める。 

・ 各学校の指導の目標や内容に基づいて評価の観点を定め、生徒一人一人のよさを生かし、指導に 

生きる評価の在り方や方法を工夫する。 

・ 全教職員の共通理解のもとで、創意工夫した学習活動が展開できるよう、校内研修の充実を図る 

とともに、校内体制を工夫する。 

・ コンピュータ等の情報機器やネットワークなどのＩＣＴを活用するなど、問題解決や探究活動の 

過程で行われる調査活動を効果的に行い、学習の充実を図る。 

 

４ 高等学校教育 

 

本市が設置する高等学校は 8 校あり、普通科の高等学校 4 校（全て全日制課程）、商業科の高等学

校 2 校（全日制課程 1 校、定時制課程 1 校）、工業科の高等学校 1 校（全日制課程及び定時制課程併

置）、総合学科の高等学校 1校（定時制課程及び通信制課程併置）である。 

各高等学校において特色ある取組をしており、さらに「魅力ある高校づくり」を推進するため、平

成 28 年 11 月に策定した「広島市ハイスクールビジョン」及び平成 29 年 1 月に策定した「ハイスク

ールビジョン推進プログラム」に基づき、市立高等学校共通の取組の推進やその魅力の発信、各校専

門コース等の充実を図ることとしている。 

  

 基町高等学校 〈令和 2年度広島市立高等学校学力向上推進事業研究指定校〉 

     創 立：昭和 17 年 

    課 程：全日制課程 

     設置学科：普通科・普通コース 

         普通科・創造表現コース 

    生 徒 数(令和 2年度)：1,082 人 

    ＜特色＞ 

      学術や芸術文化の習得と探究を通じて、自己の能力と人格を主体的に磨き、優れた知性と品格、

生涯にわたって学び続ける力を身に付けることにより、多様化が進む時代の中で、人類の幸福に

貢献する崇高な志と未来を切り拓
ひら

く豊かな創造力を持った有為な人物を育成することを教育目
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標に掲げている普通科の高等学校である。平成 11 年に創造表現コースを設置し、芸術の専門性

を高めるために、様々な作品展や展覧会を開催するなど、特色ある取組を実践している。 

 

 舟入高等学校 〈令和 2年度広島市立高等学校学力向上推進事業研究指定校〉 

    創 立：昭和 24 年 

    課 程：全日制課程 

    設置学科：普通科・普通コース 

         普通科・国際コミュニケーションコース 

    生 徒 数(令和 2年度)：1,002 人 

    ＜特色＞ 

豊かな人間性に基づく確かな学力を育むことを目指す普通科の高等学校である。広い視野を持

ち、主体的に国際社会で活躍できる生徒の育成に取り組んでいる。平成 10 年に国際コミュニケ

―ションコースを設置し、国際理解教育を推進するため、海外の姉妹校との交流等を推進するな

ど、特色ある取組を実践している。 

 

 広島商業高等学校 

    創 立：大正 10 年 

    課 程：全日制課程 

    設置学科：商業科・みらい商業科 

    生 徒 数(令和 2年度)：709 人 

    ＜特色＞ 

社会情勢を捉え、みらいを展望する商業教育を展開し、地域社会と平和に貢献するとともに、

商業のスペシャリストとしてビジネス分野における新たな価値の創造に挑む人材の育成を目指

す商業科の高等学校である。みらい商業科に秘書・観光・販売・情報企画・情報処理・金融・経

理・進学の 8つのコースを設定し、経済社会の発展を図る創造的な能力と実践的な態度を育てる

ため、模擬株式会社「広島市商ピースデパート」の開催など、特色ある取組を実践している。 

 

 広島工業高等学校 〈令和 2年度広島市立高等学校学力向上推進事業研究指定校〉 

    創 立：大正 13 年 

    課 程：全日制課程・定時制課程 

    設置学科：工業科 

         全日制 6学科：機械科、自動車科、電気科、情報電子科、建築科、環境整備科 

              定時制 1学科：工業技術科（2年次から機械コース、電気コース、建設コース） 

    生 徒 数(令和 2年度) ：全日制課程 708 人、定時制課程 7人（定時制課程は、平成 30年 4月の

広島みらい創生高等学校の開校に伴い、平成 30 年度から入学者の募

集を停止しており、令和 2年度は 4年次生が在籍している。） 

    ＜特色＞ 

      個人の尊厳を重んじ、豊かな人格の完成を目指すとともに、素養に富んだ工業技術者として平

和と文化の創造に寄与する人物の育成を目指す、全日制・定時制併置の工業科の高等学校である。
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ものづくりのスペシャリストを育成するため、専門分野の資格取得を目指して幅広い知識と応用

力を養うなど、特色ある取組を実践している。 

      

 大手町商業高等学校 

    創 立：大正 8年 

    課 程：定時制課程 

    設置学科：商業科・ビジネス創造科 

    生 徒 数(令和 2年度)：64 人（平成 30年 4 月の広島みらい創生高等学校の開校に伴い、平成 30

年度から入学者の募集を停止しており、令和 2年度は 4年次生が在籍し

ている。） 

    ＜特色＞ 

     思いやりと豊かな心を持ち、自立して生活できる社会人の育成を目指し、マナーと規律を重視

し、少人数授業や習熟度別授業など多様な生徒が安心して学べる定時制教育を推進している商業

科の高等学校である。平成 25 年度から「ビジネス創造科」として昼夜 2 部制の単位制高等学校

に移行した。基礎的な学力の定着を図るため、学び直し授業を実施するなど、特色ある取組を実

践している。 

 

 沼田高等学校 〈令和 2年度広島市立高等学校学力向上推進事業研究指定校〉 

    創 立：昭和 60 年 

    課 程：全日制課程 

    設置学科：普通科・普通コース 

         普通科・体育コース 

    生 徒 数(令和 2年度)：953 人 

    ＜特色＞ 

「自ら学び、考え、行動する力」、「豊かな人間性」、「知徳体の鍛錬に精励する生徒」、「たくま

しく生き、地域社会に貢献する生徒」の育成を目標とする普通科の高等学校である。トップアス

リート及びスポーツ関係指導者を育成するため、平成 2年に「体育コース」を設置し、平成 26

年には、体育コースの寄宿舎を建設している。生徒一人一人の学力の伸長を図るため、習熟度別

少人数指導の実施や国公立大学の進学を目指す「フロンティアクラス」を設置するなど、特色あ

る取組を実践している。 

 

 美鈴が丘高等学校 〈令和 2年度広島市立高等学校学力向上推進事業研究指定校〉 

    創 立：昭和 63 年 

    課 程：全日制課程 

    設置学科：普通科 

    生 徒 数(令和 2年度)：715 人 

    ＜特色＞ 

「自己の向上に努める生徒」、「思いやりの心を持った豊かな人間性」、「人として『自覚と責任』

のある生き方ができる節度ある生徒」の育成を教育目標とする普通科の高等学校である。思考
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力・判断力・表現力の育成を図るため、実験や体験を重視した実践的授業、課題研究などの探求

的学習、海外の高等学校継続的交流など、特色ある取組を実践している。 

 

 広島みらい創生高等学校  

創  立：平成 29年 

課 程：フレキシブル課程 平日登校コース（定時制の課程） 

フレキシブル課程 通信教育コース（通信制の課程） 

設置学科：キャリアデザイン科（総合学科） 

生徒数(令和 2年度)：平日登校コース 671 人 通信教育コース 762 人（平成 30年 4月に開校し、 

          令和 2年度は 1・2・3年次生が在籍している。） 

＜特色＞ 

従来の定時制・通信制課程の枠組みに捉われず、生徒の多様なニーズに応じて、午前、午後、

夜間の幅広い時間帯の授業や通信教育の中から自由に教科・科目を選択できる定時制課程と通

信制課程を併置した単位制の高等学校である。少人数指導や習熟度別指導を導入し、個に応じ

たきめ細かな指導を行うことで、基礎的な学力を身に付けさせたり、ソーシャルスキルトレー

ニングなどの取組を行うことで、コミュニケーション能力を身に付けさせたりするなど、特色

ある取組を実践している。 

 

５ 中等教育学校教育 

 

本市では、中等教育の一層の多様化を図るため、平成 15 年 4 月に安佐北高等学校内に安佐北中学校 

を新設し、併設型中学校・高等学校として、生徒一人一人の個性を重視した教育を推進してきた。 

こうした教育の成果等を踏まえ、中高一貫教育のより一層の充実を図るため、従前の併設型中学校・ 

高等学校から、一つの学校として、6年間一貫した教育計画に基づく特色ある教育活動を継続的に行う 

ことができる中等教育学校へ移行することとし、平成 26 年 4 月に広島中等教育学校を開校した。 

広島中等教育学校は、新たな時代を見据えた特色ある学校づくりを積極的に推進するとともに、多様 

な教育の提供を目指す。 

 

 広島中等教育学校 〈令和 2年度広島市立高等学校学力向上推進事業研究指定校〉 

    創 立：平成 26 年 

    課 程：（後期課程）全日制課程 

    学 科：（後期課程）普通科 

    生 徒 数(令和 2年度)：703 人 

    ＜特色＞ 

6 年間の特色ある一貫教育の中で、高い志を持ち、品格を備えた、グローバル人材の育成を目

指す中等教育学校である。多様な考え方を調整し、集団をまとめるリーダーシップ、伝統文化を

継承する日本人としての確固たるアイデンティティ、知識基盤社会に生きる知的探究能力、異な

る言語を通じて関係を構築するコミュニケーション力を備えた生徒を育成するため、発達段階に
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応じた探求学習、特色ある英語教育等の特色ある取組を実践している。 

 

６ 特別支援教育 

特別支援教育は、障害のある幼児児童生徒の自立や社会参加に向けた主体的な取組を支援するという

視点に立ち、一人一人の教育的ニーズを把握し、その持てる力を高め、生活や学習上の困難を改善又は

克服するため、適切な指導及び必要な支援を行うものである。 

 また、障害のある幼児児童生徒一人一人の障害の種類や程度に応じて、特別な配慮のもとにきめ細か

な教育を行うため、特別支援学校や小・中学校の特別支援学級における教育、あるいは通級による指導

を行うとともに、通常の学級等に在籍する特別な教育的支援を必要とする幼児児童生徒に対しても個に

応じた適切な指導及び必要な支援を行う。 

 特別支援学校における教育 

   特別支援学校は、障害が比較的重い幼児児童生徒のために、視覚障害、聴覚障害、知的障害、肢体

不自由、病弱の障害種別に応じて、小学校、中学校、高等学校に対応して、小学部、中学部、高等部

がある。また、幼稚部を設置している学校もある。 

 また、障害のため通学して教育を受けることが困難な児童生徒については、教員が家庭や施設、病

院などを訪問して指導する訪問教育を行っている。 

 特別支援学校は、障害のある幼児児童生徒が、自己の持つ能力や可能性を最大限に伸ばし、自立し、

社会参加するための基盤となる生きる力を培うことをねらいとして特別支援学校のそれぞれの専門性

に基づき、一人一人の障害の状態等に応じて様々な工夫や配慮のもとに、きめ細かな教育を行ってい

る。 

 

 特別支援学級における教育 

   特別支援学級は、特別支援学校に比べ障害の程度が軽いが、通常の学級における指導では十分な成

果を上げることが困難な児童生徒のために編制された少人数の学級であり、小・中学校に知的障害、

病弱・身体虚弱、弱視、難聴、自閉症・情緒障害の学級が設置されている。 

 これらの学級では、基本的には、小・中学校の学習指導要領に沿って教育が行われているが、児童

生徒の障害の状態や発達段階等に応じて、特別支援学校の学習指導要領を参考にして、特別の教育課

程を編成し、個々に具体的な目標を設定し、個に応じた内容で、きめ細かな配慮のもと指導を行って

いる。 

 

 通級による指導 

   通級による指導は、小・中学校の通常の学級、高等学校に在籍している軽度の障害のある児童生徒

に対して、ほとんどの授業を通常の学級で受けながら、障害に応じた特別の指導を特別な場（通級指

導教室）で行うものである。通級による指導の対象は、言語障害、自閉症、情緒障害、学習障害（Ｌ

Ｄ）、注意欠陥多動性障害（ＡＤＨＤ）、弱視などである。 
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 通常の学級における特別な教育的支援 

   小・中学校の通常の学級、幼稚園、高等学校及び中等教育学校の中には、発達障害等、特別な教育

的支援を必要とする幼児児童生徒が在籍していることもある。 

 これらの幼児児童生徒に対する指導の充実を図るため、園、学校の支援体制の確立に努めている。 

 

７ 進路指導 

 

・  学校の教育活動全体を通して、一人一人の生徒が自らの生き方を考え、将来に対する目的意識を

持ち、自らの意志と責任で進路を選択決定する能力・態度を身に付けることができるよう、中学校・

高等学校でそれぞれ 3 か年を展望した系統的・計画的な指導計画を作成し、適切な指導・援助を行

う。 

・  生徒自身による進路情報の選択・収集や進路相談などを通じて、進路適性の吟味等についての自 

己理解を深めさせ、生徒自らが望ましい勤労観、職業観と生きる目標を確立し、主体的に進路の選 

択・決定や自己実現が図れるよう進路指導の充実に努める。 

・  進路指導は、学校教育活動全体を通して推進するものであるが、特に学級指導においては、教員 

と生徒、生徒相互の温かい人間関係を基盤とし、適切な資料や事例を整え、生徒が主体的に進路を 

選択することができるよう指導法の改善に努める。 

・  幼・小・中・高等学校及び保護者、地域社会、関係諸機関との連携を図り、発達段階に応じたキ 

ャリア教育の推進に努める。 

 

８ 国際理解教育 

 

国際化が一層進展している社会においては、国際関係や異文化を単に理解するだけでなく、自らが

国際社会の一員としてどのように生きていくかという主体性を一層強く意識することが必要である。 

  初等中等教育段階において、全ての子供たちが、「異文化や異なる文化をもつ人々を受容し、共生す

ることのできる態度・能力」、「自らの国の伝統・文化に根ざした自己の確立」、「自らの考えや意見を

自ら発信し、具体的に行動することのできる態度・能力」を身に付けることを基盤として、国際社会

において、地球的視野に立って、主体的に行動するために必要と考えられる態度・能力の基礎を育成

することをねらいとする。 

 

９ 環境教育 

 

環境や環境問題に関心・知識をもち、人間活動と環境との関わりについての総合的な理解と認識の

上にたって、環境の保全に配慮した望ましい働きかけのできる技能や思考力、判断力を身に付け、持

続可能な社会の構築を目指してよりよい環境の創造活動に主体的に参加し、環境への責任ある行動を

とることができる態度を育成する。 
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・  学校における環境教育は、各教科、道徳、特別活動、総合的な学習の時間等と相互の関連を図り

ながら教育活動全体を通じて行うものとする。 

・  幼児児童生徒の発達段階や地域の自然・社会環境の実態に応じた指導の工夫を行い、環境の改善

や保全、創造に主体的に働き掛ける態度や、参加のための行動力の育成を図る。 

 

10 情報教育 

 

・  児童生徒が予測困難な未来社会を自律的に生き、知識基盤社会に適切に対応できるよう、学習の 

 基盤となる情報活用能力の育成を図る。 
・  ＩＣＴの活用による個々の学習状況に応じた学びを実践することにより、主体的・対照的で深い 

 学びによる授業改善を推進する。 

・  コンピュータや情報通信ネットワークを活用した教育活動を通して、児童生徒の情報モラルの育 

成を図る。 

 

11 学校図書館教育 

 

・  学校図書館教育について、教職員の共通理解を図り、読書活動の全体計画・年間指導計画を作成 

し、積極的・計画的な図書館利用を進める。 

・  児童生徒の発達段階や学習内容を考慮し、必要な図書や資料の整備など学校図書館機能の充実に 

努め、教育活動の効果的な展開を図る。 

・  原則 2中学校区に 1名の学校司書を配置し、担当する小・中学校を定期的・計画的に巡回する。 

  

12 文化芸術活動の充実 

 

 文化の祭典 

学校における文化芸術活動の成果を発表する「文化の祭典」を開催することにより、国際平和文化 

都市にふさわしい文化芸術活動を振興し、児童生徒の健全育成を図る。 

【令和 2年度 実施状況】 

① 小学校の部 

開催日：令和 2年 12 月 12 日（土）～ 12 月 13 日（日） 

場 所：ＪＭＳアステールプラザ、コジマホールディングス西区民文化センター 

内 容：授業等の成果の公開 

    ② 中学校の部 

     開催日：令和 2年 11 月 5日（木）～ 11 月 8 日（日） 

場 所：ＪＭＳアステールプラザ、コジマホールディング西区民文化センター 

内 容：各部活動や授業等の成果の公開 
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    ③ 高等学校の部 

開催日：令和 3年 1月 7日（木）～1月 10日（日） 

場 所：ＪＭＳアステールプラザ 

内 容：各部活動や授業等の成果の公開 

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止 

 

 小学校文化活動助成 

本市の文化活動の活性化と質的向上を図るため、中国地区以上の区域を単位とする大会に、学校教

育の一環として参加する文化部に補助金の交付を行う。 

 

 中学校文化活動助成 

本市の文化活動の活性化と質的向上を図るため、中国地区以上の区域を単位とする大会に、学校教

育の一環として参加する文化部に補助金の交付を行う。 

 

 部活動指導員配置促進事業 

部活動の質的な向上及び部活動を担当する教員の負担軽減を図るため、中学校の文化部等に、専門

性が高く、学校教育に関する理解を有している部活動指導員を配置する。 

 

13 道徳教育 

 

 人間尊重の精神と生命に対する畏敬の念を家庭、学校、その他社会における具体的な生活の中に生

かし、豊かな心を持ち、個性豊かな文化の創造と民主的な社会及び国家の発展に努め、進んで平和的

な国際社会に貢献し未来を拓く主体性のある日本人を育成するため、その基盤としての道徳性を養う。  

・ 道徳教育は、学校の教育活動全体を通じて行い、「特別の教科 道徳」をはじめとして各教科，特

別活動及び総合的な学習の時間のそれぞれの特質に応じて適切な指導に努める。 

・ 教師と児童生徒及び児童生徒相互の人間関係を深めるとともに、家庭や地域社会との連携を図り 

ながら、ボランティア活動や自然体験活動などの豊かな体験を通して児童生徒の内面に根ざした道 

徳性の育成が図られるよう配慮する。 

・ 校長を中心とした全教師の指導・協力体制を確立するとともに、道徳教育の目標と学校教育目標 

との関連の明確化を図り、あわせて道徳教育の全体計画及び「特別の教科 道徳」の年間指導計画

の工夫改善に努める。 

 

14 人権教育 

 

児童生徒の発達段階に応じながら、それぞれの学校教育活動全体を通じて人権尊重の意識を高め、

一人一人を大切にした教育を進め、互いの人権を尊重し、「共に生きる社会」の形成に向けて行動する

児童生徒を育成する。 
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  その際、人権尊重の精神の育成、学力の向上をめざした基礎・基本の習得、自尊感情の育成の三点

を重視し、以下により指導の充実を図る。 

  また、人権教育を進めるに当たっては、政治運動や社会運動との関係を明確に区別し、教育の中立

性を確保することにも留意する。 

・ 人権教育の指導内容や方法等の改善及び研修や相談体制の充実を図る。 

・ ボランティア活動や自然とふれあう活動、高齢者や障害者等との交流活動などの多様な体験活動 

の機会の充実を図る。 

 

15 平和教育 

 

ヒロシマの被爆体験を原点として、生命の尊さと一人一人の人間の尊厳を理解させ、国際平和文化

都市の一員として、世界恒久平和の実現に貢献する意欲や態度を育成する。 

・  本市が、人類として最初に原爆の惨禍を体験した事実を学びつつ被爆都市であるという意味を 

認識させ、ヒロシマの使命と責務を自覚させるとともに、平和を希求する心情と意欲を養う。 

・  生命の尊さと人間の尊厳を理解させ、人間尊重の精神を日常生活の中に生かし、進んで平和的な国 

際社会に貢献するための基盤としての道徳性を養う。 

・  基本的人権と社会生活についての理解や認識を深め、国際社会に生きる民主的、平和的な国家・

社会の形成者として必要な資質を養う。 

・  望ましい集団活動を通して、連帯意識を深め、他の成員と協力して平和的な国際社会を実現して 

いく自主的、実践的な態度を養う。 

・  世界平和を実現し人類の福祉を増進するためには、各国が相互に主権を尊重し、各国民が協力し 

合うことの重要性を認識させ、国際理解を深め、国際協調の精神を養う。 

・  各種の資料を活用し、戦争や原爆についての科学的な理解を深め、公正な判断力を培うとともに、 

学習した内容を適切に表現し、進んで世界平和の実現に貢献しようとする能力と態度を養う。  
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Ⅱ 学校保健・体育 

 

１ 体育・スポーツ活動の充実 

 

(1) 各種講習会・研修会の開催 

 体力つくり講演会 

① 実施時期   令和 3年 1月 26 日（火） 

② 開催場所   エディオンスタジアム広島 

   ③ 対  象   小・中・高・中等教育・特別支援学校教員 

   ④ 目  的  学校における体力向上の取組の充実向上を図る。 

 

(2) 記録会、体育大会等の開催 

 第 60回 広島市小学校児童水泳記録会 

① 開 催 日   令和 2年 8月 8日（土） 

② 開催会場  総合屋内プール（ひろしんビッグウェーブ） 

③ 対  象  市内の小学校 5・6年生 

④ 内  容  水泳競技（8種目）の記録会 

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止 

 

 第 56回 広島市小学校児童陸上記録会 

① 開 催 日   令和 2年 10月 31 日（土） 

② 開催会場  エディオンスタジアム広島 

③ 対  象  市内の小学校 6年生 

④ 内  容  陸上競技（4種目）の記録会 

⑤ 参加人数  444 人 

 

 令和 2年度 広島市中学校選手権大会 

① 開催期間  令和 2年 4月 11 日（土）～令和 2年 6月 21 日（日） 

② 開催会場  エディオンスタジアム広島ほか 

③ 対  象  市内の中学校、中等教育学校前期課程、特別支援学校中学部の生徒 

④ 内  容  陸上競技ほか 14種目の競技会 

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止 

 

 第 68回 広島市中学校総合体育大会 

① 開催期間  令和 2年 8月 1日（土）～9月 27 日（日） 

② 開催会場  エディオンスタジアム広島ほか 

③ 対  象  市内の中学校、中等教育学校前期課程、特別支援学校中学部の生徒 
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④ 内  容  陸上競技ほか 14種目の競技会 

 

 令和 2年度 広島市中学校新人体育大会 

① 開催期間  令和 2年 9月 19 日（土）～令和 3年 1月 16 日（土） 

② 開催場所  エディオンスタジアム広島ほか 

③ 対  象  市内の中学校、中等教育学校前期課程、特別支援学校中学部の 1・2年生 

④ 内  容  陸上競技ほか 14種目の競技会 

 

(3) 運動部活動の充実 

 部活動指導員配置促進事業 

部活動の質的な向上及び部活動を担当する教員の負担軽減を図るため、中学校の運動部等に、専

門性が高く、学校教育に関する理解を有している部活動指導員を配置する。 

 

 高等学校運動部活動指導者招へい事業 

① 目 的 

      市立高等学校の運動部活動に対し、専門的技術指導力を備えた指導者を招へいすることにより、

技術力の向上を促進するとともに運動部活動の活性化を図る。 

② 内 容 

      1 人当たり年間 70 時間を限度として、各校全日制課程に 1人の指導者を派遣する。 

 

(4) 野外活動の充実 

① 基本方針 

     野外活動は、教育課程上、学校行事に位置付けられる教育活動であり、実施に当たっては、学

習指導要領にのっとり、自然や文化に親しむなど望ましい体験を積むことができるようにする。 

② 実施学年 

     原則として小学校は 5年生、中・高等学校は 1年生 

③ 日 数 

     3 泊 4日以内 

 

(5) 体育科・保健体育科の授業の充実    

 Ｄｏスポーツ指導者招へい事業 

① 目 的 

      小学校・中学校・高等学校・特別支援学校にプロのスポーツ選手や競技経験者等を招き、運

動やスポーツに興味・関心を持たせる直接指導を受けることにより体力の向上や競技力の向上

を図り、生涯にわたって運動を実践していくための基礎を培う。 

② 対象 

      市立小学校、市立中学校、広島特別支援学校小学部 

      沼田高等学校・普通科体育コース 
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③ 招へい数   

       小学校（27校） 

       沼田高等学校・普通科体育コース  年間 105 時間（3時間程度 1回） 

④ 指導者 

      プロのスポーツ選手や競技経験者 

 

２ 保健・安全教育の充実 

 

 (1) 各種研修会の開催 

 学校保健研修会 

    ※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止 

 

 救急処置に係る研修会  

 ※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止 

 

 養護教諭研修  

 ※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止 

 

 新規採用養護教諭研修 

新任養護教諭の基礎的及び専門的知識・技能の向上を図るため、養護全般に関する基礎研修及び

専門研修を実施し、実践的指導力と使命感を養うとともに幅広い知見を習得させる。 

① 実施時期  実施計画に基づいて令和 2年度中に実施 

② 開催場所  教育センター ほか 

③ 対  象  市立学校の新規採用養護教諭 

 

 中堅養護教諭資質向上研修 

養護教諭等として在職期間が 10 年に達した者に対して、個々の能力、適性等に応じて研修を実 

   施し、養護教諭としての専門的知識・技術を高めるとともに、その資質の向上を図る。 

① 実施時期  実施計画に基づいて令和 2年度中に実施 

② 開催場所  市教育センター ほか 

③ 対  象  養護教諭等として在職期間が 10年に達した者 

 

 子どもの安全に係る研修 

 ※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止 

 

 防災教育の充実を図るための教職員研修 

 ※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止 
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 (2) 保健・安全対策の充実 

 学校安全 

各学校で、年間の学校安全計画（生活安全、交通安全、災害安全に関する安全管理、安全教 

育、組織活動）を作成し、組織的、計画的に学校安全活動を実施している。 

 

 学校保健 

各学校で、児童生徒や教職員の健康の保持増進を図ることを目的として、年間の学校保健計画（保

健管理、保健教育、組織活動等）を作成し、組織的、計画的に学校保健活動を実施している。 

 

 保健・安全教育 

各学校で、健康で安全な生活を送るための基礎が培われるよう、教科及び特別活動などにおいて、

歯・口の健康づくり、喫煙・飲酒・薬物乱用防止教育、安全教育などを計画的に実施している。 

 

 (3)  安全点検、環境衛生検査等の徹底 

 安全点検 

各学校で、広島市立学校安全点検実施要領に基づき、学校の施設、設備の安全点検を行うことに

より、安全管理の徹底に努めている。 

 

 学校環境衛生検査 

各学校では、学校保健安全法及び「学校環境衛生管理マニュアル（平成 30年度改訂版）」（文部

科学省）に基づき、学校薬剤師の協力のもと、環境衛生検査を実施し、学校の環境衛生の保持に努

めている。  
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Ⅲ 学校給食 

 

(1) 学校給食の意義・役割 

① 意義（学校給食法第 1条) 

     児童及び生徒の心身の健全な発達に資するものであり、かつ、児童及び生徒の食に関する正し

い理解と適切な判断力を養う上で重要な役割を果たすものである。 

②  目標（学校給食法第 2条） 

・ 適切な栄養の摂取による健康の保持増進を図る。 

・ 日常生活における食事について正しい理解を深め、健全な食生活を営むことができる判断力を

培い、及び望ましい食習慣を養う。 

・ 学校生活を豊かにし、明るい社交性及び協同の精神を養う。 

・ 食生活が自然の恩恵の上に成り立つものであることについての理解を深め、生命及び自然を尊

重する精神並びに環境の保全に寄与する態度を養う。 

・ 食生活が食にかかわる人々の様々な活動に支えられていることについての理解を深め、勤労を

重んずる態度を養う。 

・ 我が国や各地域の優れた伝統的な食文化についての理解を深める。 

・ 食料の生産、流通及び消費について、正しい理解に導く。 

 

(2) 学校給食の実施状況 

      小学校、中学校、中等教育学校、特別支援学校の計 206 校において、次のいずれかの方式により

完全給食を実施している。  

    ※ 完全給食：給食内容がパン又は米飯、ミルク及びおかずの給食 

    ① 自校調理方式（小学校 117 校、中学校 8校、特別支援学校 1校） 

      学校の調理施設において調理した給食を、児童生徒全員に提供する方式 

（近隣又は隣接する学校の調理施設において調理する親子方式の学校を含む。） 

② センター方式（小学校 24校、中学校 13校） 

地域の学校給食センターで複数校分をまとめて調理した給食を、各学校に配送して児童生徒

全員に提供する方式 

 ③ 民間調理委託（デリバリー給食）方式（中学校 42 校、中等教育学校 1校） 

民間調理施設で調理し各学校に配送する、主食と副食を１人分ずつランチボックスに入れた

給食の提供を、家からの持参弁当と選択する方式 
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(3) 学校給食が実施されるまで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1  献立作成委員会 

         自校調理方式、センター調理方式、民間調理委託（デリバリー給食）方式の各方式別に設置

した委員会を年 3 回ずつ開催し、栄養教諭等が作成した献立原案を、栄養価、衛生面、調理作

業面・食育面などから審査し、学校給食の献立として決定している。 

         様々な視点から審査するため、学校長、給食担当教諭、栄養教諭・学校栄養職員、給食調理

員、学校給食センター職員、調理委託業者、ＰＴＡ役員、一般財団法人広島市学校給食会職員

で委員会を構成している。 

※2  物資選定会 

        一般財団法人広島市学校給食会では、毎月物資選定会を開催し、事前に適正な業者として登

録を受けた納入業者から提出された品物を、「学校給食用食品の規格・品質表」に合致している

か審査している。 

 

(4) 学校給食費 

     学校給食に係る経費のうち、本市が調理に伴う人件費や光熱水費、施設整備費、食器などの消耗

品費等を負担し、残る食材料費を学校給食費として保護者の負担としている。 

  【令和 2年度の 1食当たりの学校給食費（保護者負担費用）】   

小学校・特別支援学校小学部 250 円 

中学校・中等教育学校前期課程・特別支援学校中学部・特別支援学校高等部 300 円 

  

献立原案の作成 
（栄養教諭等） 

献立作成委員会（※1） 

物資選定会（※2） 

給食物資 

入札 
契約 
発注 

物資納入 

給食実施 

献立決定 
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Ⅳ 学校の管理運営 

 

１ 学校の休業日、授業料・受講料、聴講料、入学者選抜料、入学料 

(1)  休業日 

① 各学校共通（幼稚園、小学校、中学校、高等学校、中等教育学校、特別支援学校） 

・ 国民の祝日に関する法律（昭和 23年法律第 178 号）に規定する休日 

・ 日曜日及び土曜日 

・ 教育委員会が特にその必要を認め臨時に休業と定める日 

② その他の休業日 

区 分 学年始休業日 夏季休業日 冬季休業日 学年末休業日 その他 

幼 稚 園 
4 月 1 日～ 

4 月 7 日 

7 月 20 日～ 

8 月 31 日 

12 月 24 日～ 

    翌年 1月 6 日 

3 月 21 日～ 

3 月 31 日 

園長が必要と 

認める日 

小 学 校 

中 学 校 

4 月 1 日～ 

4 月 5 日 

7 月 21 日～ 

8 月 31 日 

12 月 24 日～ 

    翌年 1月 6 日 

3 月 26 日～ 

3 月 31 日 
― 

高 等 学 校 
4 月 1 日～ 

4 月 5 日 

7 月 21 日～ 

8 月 31 日 

12 月 24 日～ 

    翌年 1月 6 日 

3 月 21 日～ 

3 月 31 日 

校長が必要と 

認める日 
中等教育学校 

4 月 1 日～ 

4 月 5 日 

7 月 21 日～ 

8 月 31 日 

12 月 24 日～ 

    翌年 1月 6 日 

3 月 26 日～ 

3 月 31 日 

特別支援学校 
4 月 1 日～ 

4 月 5 日 

7 月 21 日～ 

8 月 31 日 

12 月 24 日～ 

    翌年 1月 6 日 

3 月 21 日～ 

3 月 31 日 

※ 教育上必要があると各園長・校長が認める場合、その他特別の事情があるときは、休業日を

変更することがある。 

 

 (2) 授業料・受講料 

① 高等学校（高等学校等就学支援金制度の対象とならない場合等に徴収） 

・ 全日制の課程 

月額：9,900 円 

・  大手町商業高等学校及び広島工業高等学校（定時制の課程） 

月額：530～2,500 円（履修単位数により異なる） 

・  広島みらい創生高等学校 

平日登校コース 1単位につき：1,740 円 

通信教育コース 1単位につき： 330 円 

②  中等教育学校の後期課程 

月額：9,900 円 

 

(3) 聴講料 

高等学校の定時制の課程等の特定の科目を聴講する場合に徴収 

・ 大手町商業高等学校及び広島工業高等学校（定時制の課程） 1単位につき 1,500 円 
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・ 広島みらい創生高等学校 平日登校コース 1 単位につき 1,740 円 

通信教育コース 1単位につき  330 円 

 

 (4) 入学者選抜料 

   ① 高等学校 

・ 全日制の課程 2,200 円 

・ 大手町商業高等学校及び広島工業高等学校（定時制の課程） 950 円 

・ 広島みらい創生高等学校 950 円 

   ② 中等教育学校 2,200 円 

 

 (5) 入学料 

   ① 高等学校 

・  全日制の課程 5,650 円 

・  大手町商業高等学校及び広島工業高等学校（定時制の課程） 2,000 円 

・  広島みらい創生高等学校 1,100 円 

   ② 中等教育学校の後期課程 5,650 円 

 

２ 指定学校変更許可基準 

学年の中途に転居の予定がある場合など、以下の「指定学校変更許可基準」に該当する場合は、指定

された小・中学校の変更を許可する。 

・ おおむね 6か月以内に転居が決まっているため、あらかじめ転居予定地の指定学校への通学を希望す

る場合  

・ 学年の始業の日以降に転居し、年度末まで従前の学校への通学を希望する場合  

・ 下校後保護者が勤務等の関係で不在のため、保護者に代わって児童を保護する者（保護責任者）が  

いる学区の小学校への通学を希望する場合  

・ 指定学校に特別支援学級が未設置のため、近隣の設置校へ通学する場合 

・ 院内学級(※1)設置病院へ入院し、院内学級への入級が適当な場合 

  (※1)院内学級：一部の病院内に設置された入院中の小・中学生のための学級 

・ 指定学校変更許可区域(※2)に居住している者で、小学校又は中学校へ新入学又は転入学の際に、 

許可学校への通学を希望する場合  

（※2）指定学校変更許可区域：学区の境界付近で町内会活動などの理由から設けられた一部の地域  

・ いじめ、不登校又は身体的理由等やむを得ない事情があるために教育上の配慮が必要で、指定学校以

外への通学が適当な場合  

・ 令和 3年度以降の小学校入学予定者のうち、過大規模校が指定学校で、その隣接校への入学を希望す

る場合 

・「いきいき体験オープンスクール」の決定を受けて就学を希望する場合、又は令和 3年度以降に小中

一貫教育校へ就学を希望する場合 
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Ⅴ 就学援助 

 

経済的な理由によって就学に支障を来すことのないよう、児童・生徒の保護者に対して、学校で必要

な学用品などの経費について援助する。 

 

【就学援助の受給者数等】 

区  分 H29 年度 H30 年度 H31 年度 R2 年度（予算） 

受
給
者
数 

広 島 市 立  26,956 人 25,796 人 24,304 人 25,778 人 

国立・県立・私立 397 人 403 人 384 人 303 人 

合 計 27,353 人 26,199 人 24,688 人 26,081 人 

受

給

率 

広 島 市 立  28.5% 27.3% 25.8% 27.3% 

国立・県立・私立 5.9% 6.0% 5.7% 4.4% 

合 計 27.0% 25.9% 24.5% 25.8% 

支

給

額 

広 島 市 立  21 億 9,310 万 4 千円 20 億 5,477 万 5 千円 18 億 6,226 万 3 千円 19 億 5,285 万 9 千円 

国立・県立・私立 2,300 万 2 千円 1,881 万 5 千円 1,834 万 6 千円 1,332 万 8 千円 

合 計 22 億 1,610 万 6 千円 2 0 億 7, 3 5 9 万 円 18 億 8,060 万 9 千円 19 億 6,618 万 7 千円 
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Ⅵ 私立学校への助成 

 

 私立学校の果たしている役割の重要性に鑑み、私立学校の教育条件の維持・向上や保護者負担の軽減

等、私立学校の振興などを目的として、以下のような助成を行っている。 

 

(1) 私立中学校 

① 対 象 校  11 校 

② 対象経費 ・教材教具の購入等に要する経費 

           ・教職員の研修事業に要する経費 

 

(2) 私立高等学校 

① 対 象 校  21 校 

② 対象経費 ・教材教具の購入等に要する経費 

           ・教職員の研修事業に要する経費 

            ・部活動の全国、中国大会への出場における生徒引率旅費、指導者招へいに要する

経費及び指導教員の研修に係る経費 

 

(3) 私立幼稚園 

① 対 象 園  90 園 

② 対象経費 ・教材教具の購入等に要する経費 

           ・教職員の研修事業に要する経費 

           ・日本私立学校振興・共済事業団等からの施設整備資金借入金の利子の支払に要す

る経費 

 

(4) 外国人学校 

① 対 象 校  1 校 

② 対象経費 ・教職員の研修事業に要する経費 

 


